
 

 

 高１地理総合  

 

教科 科目名 単位数 
学年・コー

ス 
教科書名 副教材 

社会 地理総合 ２ 高１共通 

地理総合 

（実教出版） 

標準高等地図 

（帝国書院） 

 

学習目標 
現代世界の地理的な諸課題を、地域性などを踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を養う。 
地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。 

学習の進め方 

作業学習を取り入れながら、基礎的な知識を習得し、地理的ものの見方や考え方を体系的に身につけるこ
とを目標とする。 
地図や統計に示された内容を理解できる力を養い、これらの資料を上手に活用できるようにする。 
現代の世界を諸地域ごとに学習する中で、それぞれの地域の特色を理解する。 
現代の諸課題（環境・エネルギー問題、人口・食糧問題、都市問題、民族・領土問題）を理解し、関心を
持つと共に諸問題に対する考察力を養う。 

評価対象・方法 授業の取り組みはもとより、定期テスト・小テスト、提出物を評価対象とし、総合的に評価する。 

受講に向けての

心構えと準備 
地理的な事柄はもちろん、国内・世界のニュースにも目を向けること。 

 

 学習事項 学習内容 備考 

一
学
期 

第１編 地図や地理情報システムでとら
える現代世界 

緯度と経度、時差 
日常の中の地図 
国家の領域、国家間の結びつき 

 

中間試験 

第２編 国際理解と国際協力 
第１章 生活文化の多様性と国際理解 

グローバル化 
世界の交通・物流と日本 
観光のグローバル化 

 

期末試験 

二
学
期 

第２編 国際理解と国際協力 
第１章 世界の諸地域の生活・文化 
 

東アジア、東南アジア、南アジア、西アジア 
北アフリカ 

 

中間試験 

第２編 国際理解と国際協力 
第１章 世界の諸地域の生活・文化 
 

ヨーロッパ、ロシアと周辺諸国、サハラ以南アフリカ 
北アメリカ、ラテンアメリカ、オセアニア 

 

期末試験 

三
学
期 

第２編 国際理解と国際協力 
第２章 地球的課題と国際協力 

人口問題、食料問題、都市・居住問題、エネルギー資源 
地球環境問題 

 

学年末試験 


